
大阪大学「ワニ博士」

マスク着用ルールについて

・院内感染対策のため、市中の感染症
   流行状況に併せてルールが変わりま 
   す。最新の情報は、本院ホームペー
   ジまたは院内掲示をご確認ください。
・個別の状況によって、医師の指示で
   マスク着用をお願いする場合があり
   ます。
・ せき、くしゃみ、鼻水等の症状がある
　方は、「マスクを着用する」「ティッ
　シュ・ハンカチなどで口や鼻を覆う
　（袖、上着の内側も OK）」などの
　“ 咳エチケット” で感染予防をお願　
　いします。

病院再開発基金への
ご寄附のお願い

　2025年5月の「統合診療棟」開院から、
まもなく1年を迎えます。皆さまからの多大
なるご支援により、高度な診療機能の充実
と、災害拠点病院としての役割を大きく強
化することができました。心より御礼申し上
げます。
　現在、再開発事業の第2弾として、外来
棟跡地に「新病棟」を建設する計画を進めて
おります。1993年の全面移転から30年以
上が経過し、現病棟は構造的な制約から、
近年の医療ニーズに十分に対応することが
難しくなってきました。新病棟の建設を通じ
て、患者さんにとってさらに快適で安らげる
療養環境を提供することを目指しておりま
す。
　本再開発のコンセプトは、“Futurability 
― 待ち遠しくなる未来へ。” です。新たな病
棟の建設に向け、今後も大阪大学医学部附
属病院の再開発事業に、引き続き
温かいご支援とご協力を賜ります
よう、よろしくお願い申し上げます。

床
稼
働
率
は
前
年
よ
り
向
上
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
機
能
の
充
実
に
よ

る
成
果
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
で

も
６
階
の
ア
イ
セ
ン
タ
ー
は
、
世

界
最
高
水
準
の
眼
科
医
療
を
提
供

し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

手
術
件
数
や
稼
働
率
も
大
き
く
向

上
し
て
お
り
、
今
後
は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
を
用
い
た
再
生
医
療
な
ど
、
さ

ら
な
る
高
度
医
療
へ
の
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
５
階
の
総
合
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
少
子
化

の
中
で
進
む
産
科
医
療
の
集
約
化

に
対
応
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
と
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。
患
者
数
は
前

年
よ
り
延
べ
２
０
０
０
人
以
上
増

加
し
、
病
床
数
は
従
来
の
約
１
・

５
倍
と
な
り
、
ほ
ぼ
満
床
の
状
態

で
す
。
阪
大
に
は
出
産
や
生
殖
医

療
に
関
す
る
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究

者
が
多
数
在
籍
し
て
お
り
、
医
学

系
研
究
科
と
連
携
し
、
新
た
な
医

療
を
創
出
す
る
拠
点
と
し
て
の
機

能
強
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
下
２
階
の
バ
イ
オ

リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
患
者

さ
ん
の
同
意
の
も
と
で
採
取
し
た

バ
イ
オ
サ
ン
プ
ル
を
各
診
療
科
で

共
有
し
、
次
世
代
医
療
に
つ
な
げ

　
4
月
1
日
、
新
病
院
長
に
循
環
器
内
科
の
坂
田
泰
史
教
授
が
就
任

し
ま
し
た
。
大
学
病
院
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
ど

う
舵
取
り
を
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
心
臓
の
病
気
で
2
歳
の
時

に
手
術
を
受
け
、
医
療
へ
の
恩
返
し
の
思
い
か
ら
医
師
を
志
し
た
と

い
う
坂
田
病
院
長
に
、
病
院
運
営
へ
の
抱
負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

難
病
・
重
症
医
療
　
　
　
　

医
学
生
教
育
に
力

　

阪
大
病
院
に
は
多
く
の
役
割
が

あ
り
ま
す
が
、
特
に
重
要
な
役
割

が
２
つ
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
１
つ
目
は
、
難
病
や
重
症

の
患
者
さ
ん
に
高
度
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
で
す
。
本
院
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
高
度
医
療
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
臓
器
移
植
も
そ
の
一
つ
で
す
。

全
臓
器
の
移
植
が
可
能
な
病
院
は

本
院
以
外
に
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

移
植
医
療
は
手
術
に
加
え
、
ド
ナ

ー
（
臓
器
提
供
者
）や
ご
家
族
へ
の

配
慮
、
移
植
後
の
管
理
な
ど
、
前

後
に
わ
た
る
長
期
的
な
ケ
ア
が
必

要
で
す
。
手
術
件
数
は
２
０
２
２

年
65
件
、
２
０
２
３
年
74
件
、
２

０
２
４
年
82
件
と
着
実
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
次
救
急
病
院
と
し
て

大
阪
府
内
や
近
隣
か
ら
重
篤
な
患

者
さ
ん
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
多
く
の

患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
、
そ
の
後

も
こ
こ
数
年
、
救
命
救
急
科
の
外

来
・
入
院
患
者
数
は
い
ず
れ
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
績
は
、
高
度
医
療

や
重
症
者
医
療
を
日
常
的
に
提
供

で
き
て
い
る
証
し
で
あ
り
、
そ
の

背
景
に
は
現
場
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
努
力
が
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
に
重
要
な
役
割
は
、
阪

大
医
学
部
の
学
生
を
教
育
す
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
医
学
生

教
育
は
大
学
病
院
に
し
か
で
き
な

い
役
割
で
す
。
近
年
、
Ａ
Ｉ
の
普

及
な
ど
に
よ
り
医
療
・
医
学
の
情

報
が
広
く
公
開
さ
れ
、
患
者
さ
ん

は
情
報
の
海
の
中
に
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
正
し
く
必
要
な
医
療
を

提
供
で
き
る
医
師
を
育
て
る
場
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

医
学
生
教
育
の
た
め
に
は
、
病

院
で
も
コ
モ
ン
デ
ィ
ジ
ー
ズ（
一
般

的
な
疾
患
）を
学
べ
る
環
境
が
必
要

で
す
。
一
方
で
、
高
度
医
療
を
提

供
で
き
る
体
制
の
整
備
も
不
可
欠

で
す
。
さ
ら
に
、
医
師
の
働
き
方

改
革
や
地
域
医
療
へ
の
貢
献
な
ど
、

大
学
病
院
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
限
ら
れ
た

財
政
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン

ス
を
適
切
に
取
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

経
営
改
善
の
努
力
続
け
る

　

全
国
の
大
学
病
院
の
約
７
割
が

赤
字
と
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
院
の
経
営
も
決
し
て
楽
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
野
々
村
祝
夫
前
病
院

長
が
、
経
費
削
減
や
患
者
さ
ん
を

で
き
る
だ
け
多
く
受
け
入
れ
る
体

制
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
、
経
営
は

大
き
く
改
善
し
ま
し
た
が
、
依
然

と
し
て
国
の
運
営
費
交
付
金
や
府

の
補
助
金
な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
。

　

さ
ら
な
る
改
善
に
向
け
、
患
者

さ
ん
を
よ
り
多
く
受
け
入
れ
、
適

切
な
治
療
に
よ
り
早
期
退
院
を
実

現
し
、
次
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

同
様
、
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
職

員
の
意
識
改
革
も
継
続
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

順
調
な
統
合
診
療
棟

　

昨
年
５
月
に
開
院
し
た
統
合
診

療
棟
は
順
調
に
稼
働
し
て
い
ま
す
。

初
診
患
者
数
が
増
加
し
、
入
院
対

応
も
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
病

新病院長
インタビュー

連携生かし新医療も
高度医療の提供が使命

て
い
き
ま
す
。
７
階
の
未
来
医
療

開
発
部
は
、
細
胞
医
療
や
遺
伝
子

医
療
の
開
発
拠
点
で
す
。
２
０
２

５
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た

坂
口
志
文
先
生
が
発
見
さ
れ
た
制

御
性
Ｔ
細
胞
を
医
療
応
用
へ
と
つ

な
げ
る
こ
と
は
、
本
学
に
と
っ
て

重
要
な
目
標
で
あ
り
、
そ
の
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
統
合
診
療
棟
は
入
院
病

棟
と
距
離
が
あ
り
ま
す
が
、
旧
外

来
診
療
棟
の
解
体
後
に
新
た
な
入

院
病
棟
を
建
設
す
る
こ
と
で
解
消

さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
れ
ま
で
の

間
、
医
師
が
入
院
病
棟
へ
往
診
す

る
な
ど
の
工
夫
に
よ
り
、
患
者
さ

ん
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

旧
棟
の
解
体
に
は
で
き
る
だ
け
早

期
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
患
者
支
援
ア
プ
リ
「
ウ

ェ
ル
コ
ネ
」
の
利
用
率
は
現
在
約

３
割
で
す
。
ボ
タ
ン
一
つ
で
オ
ン

ラ
イ
ン
決
済
が
可
能
と
な
り
、
会

計
窓
口
に
立
ち
寄
る
こ
と
な
く
帰

宅
で
き
る
利
便
性
を
患
者
さ
ん
に

お
伝
え
し
、
利
用
促
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

「
支
援
し
た
く
な
る
」病
院
へ

　

２
０
２
６
年
度
に
は
診
療
報
酬

改
定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
院
の
役
割
を
十
分
に
果
た
す
た

め
に
は
な
お
不
十
分
で
あ
り
、
国

や
社
会
、
さ
ら
に
は
個
人
か
ら
の

支
援
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
は
、

高
度
医
療
と
重
症
患
者
さ
ん
の
診

療
を
行
い
な
が
ら
、
医
学
生
を
教

育
す
る
と
い
う
使
命
を
持
っ
て
い

ま
す
。
高
度
医
療
と
重
症
患
者
医

療
を
支
え
る
た
め
に
は
、「
３
つ
の

Ｓ
」
が
重
要
で
す
。

　

１
つ
目
の
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
（
安

全
）は
、
医
療
安
全
、
職
員
の
労
働

安
全
、
院
内
の
防
犯
を
含
む
身
体

的
安
全
を
指
し
ま
す
。
２
つ
目
の

Ｓ
ｔ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
（
安
定
）
は
、

支
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
々
を
増

や
し
、
経
営
基
盤
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
で
す
。
３
つ
目
は
Ｓ
ｙ
ｎ
ｅ

ｒ
ｇ
ｙ
（
相
乗
効
果
）で
す
。

　

阪
大
が
持
つ
多
様
な
臨
床
・
研

究
講
座
に
加
え
、
他
学
部
と
も
連

携
し
、
新
た
な
臨
床
医
療
を
創
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
医
学

生
に
伝
え
る
こ
と
が
、
将
来
の
医

療
を
背
負
っ
て
立
つ
人
材
の
育
成

に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
う
し
た
理

念
を
職
員
と
共
有
し
、
皆
さ
ま
か

ら
「
支
援
し
た
い
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
病
院
と
な
る
よ
う
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

病 院 長
坂田  泰史

副 病 院 長
財務 ・人事労務 江口　英利
外部評価・救急医療・
災害危機管理 織田　   順

医療安全・地域医療・
医療情報 武田　理宏

ホスピタリティ 鍋谷　佳子

病院長補佐
小児・周産期 北畠　康司

診療体制・再開発 貴島　晴彦
研究・
臨床研究中核病院 宮川　   繁

中央診療施設 小川　和彦
教育・中期目標・計画 下村伊一郎
広報・がん治療 新谷　   康
女性支援・
ダイバーシティ 小玉美智子

職員福利厚生・その他 野々村祝夫

経営・組織改革 川村　   篤

執行部一覧
令和8年度

▼詳しくは
こちらをご
覧ください

　本院では、ボランティア活動をしていただけ
る方を広く募集しています。
　病院ボランティアは、外来や入院中の患者
さんのために、温かい活動をしていただく重要
な一部門です。
　また、職員の眼の届きにくい部分についてご
指摘いただく貴重なご意見役とも考えていま
す。特別な資格は必要ありません。どなたでも
参加できます。

https://www.hosp.med.osaka-u.ac.jp/
recruit/volunteer.html

★詳しくは阪大病院HP「ボランティアの募集」を
   ご確認ください。

　

２
０
２
６
年
１
月
31
日（
土
）、

上
町
断
層
帯
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
５（
震
度

６
強
）の
直
下
型
内
陸
地
震
が
発

生
し
た
と
の
想
定
で
、
令
和
７

年
度
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
、
統
合
診
療
棟（
免

震
構
造
）が
開
院
後
に
実
施
す
る

防
災
訓
練
と
し
て
は
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

　

１
階
で
は
看
護
部
が
、エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
ト
リ
ア
ー
ジ
エ
リ
ア
、

会
計
待
合
に
中
等
症
エ
リ
ア
、

患
者
包
括
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

前
に
指
揮
所
エ
リ
ア
、
各
外
来

待
合
に
は
軽
症
エ
リ
ア
及
び
遺

体
安
置
エ
リ
ア
の
設
営
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
２
階
の
西

側
ロ
ビ
ー
で
は
災
害
対
策
本
部

を
設
営
し
、
病
院
長
を
は
じ
め

と
す
る
本
部
員
に
よ
る
運
用
訓

練
も
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も

訓
練
を
重
ね
災
害
対
応
能
力
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長  

坂さ
か
た田

　
泰や

す
し史

病院ボランティア
「ふれ愛」 ご応募お待ち

しております

1 2026年4月25日

住所／〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-15
TEL ／ 06-6879-5111(代表)
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年齢別
内訳 60代

50代

80歳以上 10.8％

26.8％

20.8％

16.5％

70代
30代 4.7％

無回答 1.6％

10歳未満 4.7％

40代 9.2％

10代2.7％
20代 2.2％

年齢別
内訳

80歳以上 10.0％

42.3％

31.9％

20～30代 11.0％

20歳未満 2.4％ 無回答 2.4％

60～70代

40～50代

今
年
度
の
標
語
が
決
定

 

接
遇
・
マ
ナ
ー
向
上
目
指
し
て

　

３
月
27
日
、
病
院
長
室
に
お
い
て
、
野
々
村
病
院
長
か
ら
４
名
の
優
秀

標
語
作
成
者
に
表
彰
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

患
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
で
は
、
職
員
の
一
人
一
人
が
患
者
さ
ん
の

立
場
に
配
慮
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
の
趣
旨
で
、
接
遇
・
マ
ナ
ー
向
上
に

関
す
る
標
語
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
院
内
で
標
語
を
募
集
し
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
で

検
討
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
優
秀
作
品
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

優
秀
標
語
表
彰
式

令
和
8
年
度

「
そ
の
対
応
　
患
者
フ
ァ
ー
ス
ト
　
忘
れ
ず
に
」

（ 

医
事
課　

柏
木　

美
由
紀
さ
ん
）

「
安
心
を
　
す
べ
て
の
患
者
と
　
ス
タ
ッ
フ
に
」

（ 

医
事
課　

藤
井　

歩
美
さ
ん
）

「
広
げ
よ
う
　
職
種
を
超
え
た
　
助
け
合
い
」

（ 

内
分
泌
・
代
謝
内
科
学 

行
平　

彩
子
さ
ん
）

「
見
逃
す
な
　
い
つ
も
と
違
う
　
違
和
感
を
」

（ 

医
事
課　

松
田　

晃
蔵
さ
ん
）

4
～
6
月
期

１
～
３
月
期

10
～
12
月
期

7
～
9
月
期

　病院教授の称号は、大阪大学医学部附属病院における診療・研究・教育
の充実のため、特に臨床面で優れた業績が認められる者に対して付与して
いるものです。

令和8年度は下記の19名に「病院教授」の称号を付与することを決定しました。
番号  診療科等名 氏名 職名

1 糖尿病・内分泌・代謝内科 片上　直人 准教授
2 呼吸器内科 平田　陽彦 講師
3 免疫内科 西出　真之 講師
4 老年・高血圧内科 岩嶋　義雄 准教授
5 消化器外科１ 植村　守 准教授
6 消化器外科２ 黒川　幸典 准教授
7 乳腺・内分泌外科 多根井　智紀 准教授
8 眼科 松下　賢治 准教授
9 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 佐藤　崇 講師
10 皮膚科 種村　篤 准教授
11 脳神経内科 奥野　龍禎 准教授
12 小児科 石田　秀和 准教授
13 泌尿器科 河嶋　厚成 准教授
14 手術部 野田　剛広 准教授
15 輸血・細胞療法部 加藤　恒 准教授
16 卒後教育開発センター 河盛　段 准教授
17 移植医療部 上野　豪久 特任准教授（常勤）
18 がんゲノム医療センター 佐藤　太郎 准教授

19 未来医療開発部未来医療センター 岡﨑　利彦 特任准教授（常勤）

「病院教授」の称号付与について

※上記の称号付与者の職名等は令和8年4月1日現在のものです。

令和8年度
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平均91.9%

（回答数＝600）

　外来患者さんの86.3％、入院患者さんの91.9％の方に、「満足」「やや満足」の
ご回答をいただきました。満足度の低い項目は、外来では「駐車場の広さや台数等」
「警備・清掃員等の態度や言葉遣い」、入院では「トイレや浴室の数、清潔さや
快適性」「携帯電話やインターネットの使用について」でした。
　これからも患者さんにとって心地よく、治療に専念できる環境を整えていくため、よ
り多くの患者さんにご意見を伺いたいと思っておりますので、今後ともご協力のほど、
よろしくお願いいたします。

●良い先生に出会えて嬉しい。

●医師・看護師の皆様には大変　
　丁寧に良くしていただきました。

●温かく見守ってくださった　　　
　スタッフの皆様に感謝しています。

●快適な入院生活を過ごすことが
　でき大変満足しております。

●食事がとても美味しかったです。

●インターネットのつながりが悪い。
　回線環境を良くしてほしい。

●トイレ・お風呂がきれいじゃない。

●院内の案内図が非常に分かり　
　にくい。

●入院決定日の通知をもう少し　
　早くしてほしい。

●医師・看護師は献身的に治療　
　してくださいました。大変感謝   
　しています。

●職員全体で患者に寄り添い、　
　とても安心できる。

●院内はいつも清潔で行き届いた
　環境です。

●ウェルコネアプリの診察お知ら
　せはありがたい。

●駐車場から病院まで遠く、　　
　駐車入庫に時間がかかる。　

●駐車場が狭い。

●診療科の待ち時間が非常に長い。

●会計処理に時間がかかった。

●椅子が少なく、立って待った。

2025年10月1日～21日の21日間入 院  
2025年8月25日～29日の5日間 外 来

　外来患者さん、入院患者さんを対象
とした満足度調査にご協力をいただき、
ありがとうございました。調査結果をご報
告いたします。

外来患者さん入院患者さん

調査対象の内訳調査対象の内訳

平均86.3%

（回答数＝1,265）

外来患者さん 満足度ランキング入院患者さん 満足度ランキング
ベスト5

1位 職員の身だしなみ 99.1%

2位 リハビリ職員の説明や態度、言葉遣い 98.6%

3位 本人確認を行い間違いなく伝えられている 98.4%

4位 薬剤師の説明や態度、言葉遣い 98.2%

5位 検査室はきれいで、整理整頓されている 97.6%

ベスト5

1位 禁煙対策の徹底 98.7%

2位 診察室は清潔かつ、整理整頓されている 98.6%

3位 医師は患者さんのプライバシーに配慮している 98.2%

4位 技師の態度や言葉遣い 97.7%

5位 看護師の態度や言葉遣い 97.5%

ワースト5

1位 駐車場の広さや台数等利用のしやすさ 41.0%

2位 警備員・清掃員等の態度や言葉遣い 56.4%

3位 施設内の案内表示 57.9%

4位 売店の場所や品ぞろえ 64.4%

5位 自動販売機の場所や品ぞろえ 71.4%

ワースト5

1位 トイレや浴室の数、清潔さや快適性 73.9%

2位 携帯電話やインターネットの使用における不便 78.8%

3位 エレベーターや廊下、手すりなどの使い勝手 78.9%

4位 個室料金に見合った環境 79.1%

5位 苦情の際、相談窓口やご意見箱の設置場所について 79.3%
※小数点以下四捨五入 ※小数点以下四捨五入

患者満足度調査入院
患者さん

令和7年度

外来
患者さん

調査期間

調査結果

具体的なコメント例

結結果果
発発表表



　本センターは、患者相談・地域連携・入退院支
援の3部門で構成され、患者サービス向上、地
域連携の強化、入院から退院までの切れ目のな
い支援を担います。各部門を有機的に結び、地
域と院内をつなぐ体制の下、患者さん一人一人
の価値観を尊重し、入院前から退院後・在宅
療養への移行まで継続的に支援してまいります。

山
やまもと

本 浩
こ う い ち

一
●患者包括サポート
　センター長

　超音波検査は、体の中で起きている異常を非
侵襲的に（体にやさしく）検出することができ、現
代医学になくてはならない検査法となっておりま
す。今後さらに超音波検査センター職員が一体
となって、病院の発展に尽力してまいります。何
とぞよろしくお願いいたします。　

髙
たかはら

原 充
みつよし

佳
●超音波検査センター長

　本部門は眼科、耳鼻咽喉科・頭頸部外科、整
形外科、皮膚科、形成外科、リハビリテーショ
ン科からなり、QOLの維持に寄与するとともに、
悪性腫瘍を含む幅広い疾患に対応しています。
各診療科が相互に連携しながら、他部門とも協
力し、今後も最適で安全な医療の提供に努めて
まいります。

久
く ぼ

保 盾
た て き

貴
●感覚・皮膚・
　運動系科部門長

　放射線部においては、レントゲン、CT、MRI、血
管造影検査、放射線治療、核医学検査・治療など
多岐にわたる検査や治療を行っております。最
先端の医療を実現すべく、最新機器の導入、検査
技術のスキルアップを行っております。また、患者
さんを中心としたチーム医療を目指し、プライバ
シーなどにも配慮した診療を心がけております。

小
お が わ

川 和
かずひこ

彦
●放射線部長

　本センターは機能的ユニットとして睡眠診療
を行っており、現時点で統一された外来窓口は
ありませんが、神経科・精神科、小児科、耳鼻
咽喉科・頭頸部外科、糖尿病・内分泌・代謝
内科、循環器内科、老年・高血圧内科などの
医師が、各々の専門性を生かした睡眠関連疾
患の診療を提供しております。質の高い睡眠医
療を提供できるよう努めてまいります。

足
あ だ ち

立 浩
ひ ろ よ し

祥
●睡眠医療センター長

　手術部は2025年に統合診療棟に移転し、手
術支援ロボット、術中MRIなどの最先端の手術
関連機器を揃えています。先進的かつ高度に安
全管理された手術室で、地域医療の最後の砦と
して、皆様が安心して手術を受けていただける
よう、尽力してまいります。どうぞよろしくお願
いします。

　材料部では、手術室、検査室、病棟で使用さ
れた手術器具や内視鏡などの医療機器の洗浄・
滅菌業務を行っています。病院全体に再利用可能
な材料を供給する部門であり、病院機能を下支え
しています。滅菌技師資格をもった専門職員とと
もに、皆様が安心して治療に専念できるよう、尽
力してまいります。どうぞよろしくお願いします。

　サプライセンターでは、病院における医療
用消耗品の在庫管理を行い、効率的で安定
した供給体制を維持しています。病院機能の
維持のために重要な部門と考えています。皆
様が安心して治療に専念できるよう、尽力し
てまいります。どうぞよろしくお願いします。

野
の だ

田 剛
たけひろ

広
●材料部長 ●サプライセンター長●手術部長

　当部では、難病、がん、先天性の疾患、出
生前検査など幅広い領域でゲノム医療を提供し
ています。認定遺伝カウンセラーを中心とした
チームで、遺伝カウンセリングや遺伝学的検査
を通じて診断や治療の選択を支援し、患者さん
とご家族に寄り添い、安心してご相談いただけ
る体制づくりに努めてまいります。

髙
たかはし

橋 正
ま さ の り

紀
●遺伝子診療部長

　多職種連携のもと、胎児診断・治療から出生
後までのシームレスな包括的支援を提供してま
いります。また、胎児治療・胎児手術も積極的
に取り入れ、「当院だからこそできる医療」にこ
だわり、発展させてまいります。患者さんとご家
族の未来に寄り添い、教育・研究および次世代
育成にも尽力いたします。今後ともご指導ご支
援を賜りますようお願い申し上げます。

渡
わ た な べ

邊 美
み ほ

穂
●胎児診断治療センター長

吉
よ し だ

田 健
た け し

史
●救急・集中治療科部門長

　本部門は、救命救急科と集中治療科から構
成され、院外および院内の重症患者さんを対象
に、高度先進医療を集学的に提供し社会復帰
を目指す使命を有しております。救命救急科と
集中治療科が手を取り合って「one team」とし
て、一人でも多くの重症患者さんを救命し社会
復帰へ向かうように全力を尽くしてまいります。今
後とも温かいご支援をどうぞよろしくお願い申し
上げます。

小
こ や ま

山 有
ゆ き こ

紀子
●臨床工学部長

　本部は、50名の臨床工学技士を擁する国内
有数の大規模な臨床工学部です。医療機器の
多様化に伴い、臨床工学技士の需要はますま
す高まっております。部の体制も拡充しつつあ
る中、技士の皆様と力を合わせ、大阪大学の
医療のさらなる向上に努めてまいります。何とぞ
よろしくお願い申し上げます。

　本院は、基本方針の一つとして「高度な医療
の実践と未来医療の開発」を掲げており、その
実現には、十分な審査を経たうえで未承認新規
医薬品を使用できる体制の整備が不可欠です。
未承認新規医薬品等診療審査部は、これらの
医薬品の安全性および妥当性を客観的に審査
し、適切な手続きを経て患者さんに提供できる
よう活動しています。

江
え ぐ ち

口 英
ひ で と し

利
●未承認新規医薬品等
　診療審査部長

　本院の診療機能を向上させ、ひいては患者さ
んの利便性を高めることを目指し、本院では多
数の医師事務作業補助者が業務に従事してい
ます。診療支援センターは、医師事務作業補助
者の業務管理を通じて、診療支援体制の一層
の充実を図ってまいります。何とぞご支援のほ
ど、よろしくお願い申し上げます。

●診療支援センター長

　統合診療棟への移転により検査室数の増加と
ともにセンター機能を大きく拡充し、全室で鎮
静下内視鏡検査が可能となりました。患者さん
に優しい検査・治療の提供を推進するとともに、
最新の内視鏡機器やモニタリングシステムを整
備し、安全で質の高い最先端の診療に努めてま
いります。何とぞよろしくお願い申し上げます。

小
こ だ ま

玉 尚
たかひろ

宏
●内視鏡センター長

　医療技術部は、検査、放射線、リハビリ、臨
床工学の各部門に所属する医療技術職員と救
急救命士で構成されています。各領域の専門技
術と医療機器に関する知識・経験を生かし、多
職種と連携して診療科を支えることで、安全で
質の高い医療の提供に努めてまいります。何卒
よろしくお願いいたします。

佐
さ と う

藤 和
かずひこ

彦
●医療技術部長

●生殖医療センター長

　本センターは不妊／不育症治療に対する社会
的ニーズの高まりに応えるため、泌尿器科・産
科婦人科が中心となって設置されたもので、男
性不妊・女性不妊の双方に同時に対応可能で
す。小児科・総合周産期母子医療センター・
小児外科・遺伝子診療部とともに、妊娠後の周
産期管理や遺伝相談を含む多岐にわたる治療
を提供しています。

●前立腺センター長

　前立腺センターは前立腺がんや前立腺肥大
症患者さんのために設置されたバーチャルな組
織です。前立腺がんの患者さんに対しては、診
断から治療までを泌尿器科と放射線診断科、放
射線治療科、核医学科とともに行っています。局
所治療に関しては、ロボット支援下手術と粒子
線治療以外のすべての放射線治療のオプション
を有しています。

野
の の む ら

々村 祝
の り お

夫

●難病医療推進センター長 ●子どものこころの診療センター長

　難病医療推進センターでは、診断から治療、
生活支援までを一体として支える体制を強化し
ます。多職種が連携し、子どもから大人まで、患
者さん一人ひとりに合った医療を提供するととも
に、地域ともつながりながら、安心して治療を
受け続けられる環境づくりに努め、相談支援や
情報提供にも力を入れてまいります。

　子どものこころの診療センターでは、発達や
こころの課題を抱えるお子さんとご家族に寄り添
い、丁寧で継続的な支援を行います。小児科、
神経科・精神科、産科などの医師や看護師、心
理士、ソーシャルワーカーなどが連携し、安心し
て相談できる環境を整えます。子どもたちの成
長を支える医療の充実に努めるとともに、早期相
談と継続支援を重視して取り組んでまいります。

北
きたばたけ

畠 康
や す じ

司

診療部門長等 ごあいさつ

　本部門には麻酔科、神経科・精神科、脳神
経内科、脳神経外科の４つの診療科が所属し
ています。麻酔科は手術を含め多くの場面で患
者さん負担の軽減に貢献しています。神経精神
疾患の分野では院内の多くの他の部門とも連携
しています。最近では新しい治療が開発され、ま
た新たな知見がたくさん報告されている分野で
す。患者さんにはいち早くこれらをお届けいた
します。

貴
き し ま

島 晴
はるひこ

彦
●脳神経精神科部門長

新新 （2026年4月1日就任）

　看護部キャリア開発センターは、院内外の看
護職員へ様々な教育を提供してきました。しか
し時代の変化に伴い、将来を見据えた人材育成
を推進するため、病院、医学部保健学科、地
域との連携・協働を強化しています。今後も充
実した人材育成とキャリア支援を推進し地域全
体の看護の質向上に繋げたいと考えています。

鍋
な べ た に

谷 佳
よ し こ

子
●看護部キャリア開発センター長

　阪大病院の看護部は 「患者さんにとって最善
の看護」を常に考え、さまざまなことに取り組ん
でいます。今後、医療を取り巻く社会は大きく変
化すると考えますが、「患者に寄り添う看護」を柱
として、患者さんが安心して医療を受けていた
だけるよう質の高い看護を提供し続けたいと考
えています。

●看護部長

野
の の む ら

々村 祝
の り お

夫
●女性・母子・
　泌尿生殖科部門長

　阪大病院では、お互いに密に関連する、産
科婦人科、泌尿器科、小児科を女性・母子・
泌尿生殖科診療部門として大きな枠組みにして
います。産科婦人科と泌尿器科は卵子や精子の
凍結保存、補助生殖技術による不妊治療や生
殖機能の温存という点で密な連携をしています。
また、産科婦人科と小児科は高難度の出産とそ
の後の新生児治療などを行っています。
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動画はこちら

手術支援ロボット
「Da Vinci（ダヴィンチ）」

し
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
管
理
運
営
を
担
う

医
師
が
５
人
、
看
護
師
84
人
が
所

属
。
30
名
以
上
の
麻
酔
科
医
師
が

全
身
麻
酔
に
対
応
。
医
療
機
器
の

プ
ロ
で
あ
る
臨
床
工
学
技
士
は
８

人
、
診
療
放
射
線
技
師
３
人
、
専

従
の
薬
剤
師
が
１
人
い
ま
す
。
適

切
な
分
業
に
よ
り
外
科
医
師
や
看

護
師
が
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
専

念
で
き
る
態
勢
を
築
い
て
い
る
点

が
本
院
の
特
徴
で
す
。　

　

24
年
度
の
手
術
実
績
の
内
訳
は

▽
心
臓
血
管
外
科
１
１
３
０
件
▽

産
科
・
婦
人
科
８
７
１
件
▽
消
化

器
外
科
８
２
４
件
▽
耳
鼻
咽
喉

科
・
頭
頸
部
外
科
７
６
８
件
▽
泌

尿
器
科
７
１
７
件
―
―
な
ど
。
外

科
系
15
科
、
内
科
系
８
科
が
最
先

端
の
手
術
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

臓
器
移
植
件
数
は
24
年
度
で
82
件

で
あ
り
、
阪
大
病
院
は
移
植
可
能

　本院では厚生労働
省による「がん診療連
携拠点病院機能強化
事業」の一環として、
一般の方々を対象に
がん診療に関する様々
なテーマについて市民
公開フォーラムを開催
しています。阪大公式
YouTubeで公開しま
したので、ぜひご視聴
ください。

　例年開催しております「未来医療フォーラム」について、令
和7年度は坂口志文先生のノーベル賞受賞においても注目を
集めている「免疫細胞治療」に焦点を当て、YouTube配信をい
たしました。2026年2月20日から3月2日の間、337回のご視
聴をいただき大変好評を得ました。本院の最先端研究を今後
も広く知っていただけるよう取り組んでまいります。

　がん相談支援センターで
は、毎月第４火曜日にハ
ローワーク淀川による出張
相談会を開催し、治療を続
けながらの転職活動、求職
活動のポイントや、復職す
るにあたってのアドバイス
などを行っています。具体
的な活動の予定や目途が
たっていなくても、情報収
集などとしてもご相談いた
だけますので、お気軽にご
利用ください。（要予約）

　特定行為とは、医師が行っている医行為の一部を医師の指
示を受けて看護師が行うものです。院内外の看護師22名を対
象とした研修が3月に修了しました。修了者がそれぞれの医療
施設で患者さんにタイムリーな医療を実施できるよう、阪大
病院は医療人の育成に取り組んでいます。

の
血
液
・
腫
瘍
▽
栄
養
・
消
化
器

▽
甲
状
腺
疾
患
な
ど
の
内
分
泌
▽

腎
・
骨
代
謝
▽
早
産
な
ど
の
新
生

児
▽
発
達
障
害
・
睡
眠

─
の
８

グ
ル
ー
プ
で
す
。
60
人
を
超
え
る

医
局
員（
医
師
）数
は
全
国
の
大
学

病
院
で
最
多
ク
ラ
ス
で
、
ど
の
グ

ル
ー
プ
に
も
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
中

堅
、
若
手
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置

し
、
知
識
や
経
験
、
技
術
を
持
つ

医
師
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
が
最
大

の
強
み
で
す
。

　

小
児
科
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
明
る

く
楽
し
く
」。
医
師
同
士
は
仲
が
良 

く
、
み
ん
な
生
き
生
き
と
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
約
４
割
を
女
性
が

占
め
、
産
休
や
育
休
も
き
ち
ん
と

取
れ
る
体
制
で
す
。
全
国
か
ら
の

小
児
科
専
攻
医
登
録
の
希
望
者
は

一
昨
年
17
人
、
昨
年
18
人
と
２
年

連
続
全
国
１
位
と
な
り
、
今
年
も

11
月
の
締
め
切
り
を
前
に
20
人
を

超
え
ま
し
た
。

　

地
域
の
病
院
と
の
交
流
を
深
め

て
お
り
、
紹
介
の
患
者
さ
ん
は
増

え
て
い
ま
す
。
出
生
数
が
減
少
す

る
中
、
小
児
科
の
入
院
病
棟
は
平

均
稼
働
率
95
％
と
満
床
に
近
い
状

態
で
す
。
小
児
科
だ
け
で
な
く
、

例
え
ば
心
筋
症
の
場
合
は
心
臓
移

植
手
術
、
骨
肉
腫
で
は
整
形
外
科

な
ど
と
連
携
し
て
の
治
療
が
可
能

で
す
。
医
療
レ
ベ
ル
の
高
い
診
療

科
が
た
く
さ
ん
あ
る
阪
大
病
院
な

ら
で
は
の
強
み
で
す
。

　

入
院
し
て
い
る
の
は
白
血
病
や

心
疾
患
な
ど
難
病
の
患
者
さ
ん
が

多
く
、
新
生
児
か
ら
中
高
生
ま
で

い
ま
す
。
狭
い
病
床
で
の
生
活
に

少
し
で
も
楽
し
み
を
と
、
病
棟
で

夏
ま
つ
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
開
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

入
院
が
半
年
を
超
え
る
人
に
は
個

別
に
希
望
を
聞
き
「
夢
」
を
実
現
し

て
い
ま
す
。
高
校
の
卒
業
式
な
ど

の
記
念
日
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
人

に
は
制
服
や
着
物
姿
で
カ
メ
ラ
マ

ン
に
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
い
、
大

相
撲
が
大
好
き
な
小
学
生
に
は
退

院
後
に
春（
大
阪
）場
所
の
マ
ス
席

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
主
治
医

と
話
し
て
調
整
し
、
皆
さ
ん
か
ら

の
寄
付
を
費
用
に
充
て
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
増
加
に
応
じ
、
４

月
か
ら
医
師
や
看
護
師
数
、
病
床

数
を
増
や
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
も

医
療
者
も
み
ん
な
が
明
る
く
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

小
児
科
は
グ
ル
ー
プ
別
に
専
門

的
な
診
療
に
当
た
り
ま
す
。
て
ん

か
ん
な
ど
の
臨
床
神
経
▽
心
疾
患

な
ど
の
循
環
器
▽
小
児
が
ん
な
ど

「
明
る
く
楽
し
い
」医
療
を
目
指
し

長
期
入
院
患
者
の「
夢
」実
現
も

小
児
科

な
全
臓
器
の
実
施
施
設
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
直
上
階
の
総
合
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
は
直

通
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
つ
な
が
り
、

専
用
手
術
室
で
超
緊
急
の
帝
王
切

開
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
統
合
診

療
棟
に
移
転
し
た
25
年
５
月
以
降
、

局
所
麻
酔
で
行
う
眼
科
の
手
術
は

ア
イ
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

感
染
症
対
策
と
し
て
、
臓
器
移

植
や
心
臓
手
術
な
ど
を
行
う
た
め

の
高
度
で
清
浄
な
空
調
管
理
を
行

う
「
バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン
手
術
室
」

が
５
室
あ
り
ま
す
。
患
者
の
取
り

違
え
や
手
順
ミ
ス
な
ど
の
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
厳
格
な
安
全

確
認
手
順
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
が
可
能
な
手
術

室
が
１
室
あ
り
、
脳
神
経
外
科
の

手
術
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
と
外
科
手
術
が
同

時
に
可
能
な
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手

術
室
」
を
２
室
に
増
強
。
鏡
視
下

手
術
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
３
台
、
脳
腫

瘍
や
人
工
関
節
の
手
術
で
活
躍
す

る
「
手
術
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
装
置
」

も
３
台
あ
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
最
後
の
と
り
で
と

し
て
、
重
症
・
難
病
の
方
を
近
隣

の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
で
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
将

来
の
医
療
を
担
う
医
師
や
看
護
師

を
育
成
す
る
教
育
・
研
究
の
場
と

し
て
も
魅
力
あ
る
組
織
に
し
て
い

く
よ
う
、
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

手
術
部
は
手
術
室
22
室
を
擁

し
、
国
立
大
学
で
ト
ッ
プ
の
年
間

約
１
万
２
４
０
０
件（
眼
科
を
含
む

２
０
２
４
年
度
実
績
）の
手
術
を
安

全
に
実
施
す
る
た
め
の
「
管
理
・

運
営
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
帰

り
手
術
か
ら
臓
器
移
植
ま
で
、
多

職
種
の
プ
ロ
た
ち
が
連
携
し
て
高

度
で
安
心
・
安
全
な
環
境
を
提
供

手
術
部

先進的な手術室と 高度な安全管理
多
職
種
の
プ
ロ
が
連
携

緊
急
手
術
も
臓
器
移
植
も

　ご意見箱に寄せられた
謝意の多かった部署を
表彰しました。

♥西８階病棟　乳腺外科、形成外科、
　皮膚科
♥栄養管理室
♥東５階病棟　婦人科

　3月23日の夕食に栄養マネジメント部下村部長のおすすめ御膳を実施
しました。“召し上がった皆さまがスマイルになるような献立”というコ
ンセプトをもとに、バターチキンカレーを提供しました。バターの他、
ヨーグルト、生クリーム、トマトを加え、さらにスパイスを効かせた風
味豊かな味わいにこだわりました。
　患者さんからは「いつもと違った雰囲気の食事でよかった」「本格的な
味がしました」「最高！！」と好評でした。デザートの手作りさくらゼ
リーでは、春の訪れを感じていただけたのではないでしょうか。今後も
おいしく楽しい食事ができる工夫を考えていきたいと思います。

栄養マネジメント部　下村伊一郎 部長

スマイル
御膳

おすすめ

●バターチキンカレー
●焼野菜の盛合せ
●玉葱のサラダ
●さくらゼリー

一般治療食献立例
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PHOTO TOPICS
ホ ス ピ タ ル
ミニ・ニュース

未来医療フォーラム

ハローワーク出張相談会を開催しています

看護師特定行為研修 6期生の研修が
修了しました

令和7年度  ホスピタリティ賞 表彰式

 「大切な想いを伝える準備
 ― 医療者と考える"これから"」

司会：化学療法部　福島 健太郎 部長
① 後悔しない選択のために：自分らしい時間を最後まで。
　 がんゲノム医療センター　佐藤 太郎 病院教授  

② あなたにとって大切なものは何ですか？
   〜病気があっても、 家で自分らしく生きるために〜
　 おきしろ在宅クリニック　沖代 奈央 先生

③ 自分が納得して治療を決めていくために
   ～医療者と共に決めていきましょう～
   循環器内科　坂本 陽子 特任講師

④ 伝えられていますか？あなたの大切な想い
   緩和医療センター　  林 みずほ 看護師長
　　　　　　　　　 　 西尾 敦美 副看護師長
　　　　　　　   　　 大野 由美子 副看護師長

市民公開
フォーラム
2026年２月11日（水・祝）

2026年３月27日（金）


